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《
特
別
賞
　

北
海
道
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
》

岩
見
沢
市
立
光
陵
中
学
校

3
年

大
硲　

晴
正

《
特
別
賞
　

北
海
道
立
文
学
館
賞
》

札
幌
市
立
円
山
小
学
校

6
年

矢
野　

七
雨

《
特
別
賞
　

北
海
道
歌
人
会
賞
》

北
海
道
釧
路
商
業
高
等
学
校

2
年

只
野　
　

結

《
特
別
賞
　

北
海
道
新
聞
社
賞
》

岩
内
町
立
岩
内
西
小
学
校

3
年

町　
　

彩
音

《
優
秀
賞
》

旭
川
市
立
豊
岡
小
学
校

2
年

鎌
田　

湊
士

札
幌
市
立
西
園
小
学
校

1
年

廣
部　
　

琴

札
幌
市
立
琴
似
小
学
校

6
年

遠
田　

真
緒

札
幌
市
立
発
寒
西
小
学
校

4
年

今
野　

充
翔

小
樽
市
立
松
ヶ
枝
中
学
校

2
年

吉
田
名
菜
花

音
更
町
立
緑
南
中
学
校

2
年

三
井
田
莉
子

帯
広
北
高
等
学
校

2
年

池
内　

幹
太

北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校

2
年

宮
島　

朱
音

《
佳
作
》

旭
川
市
立
豊
岡
小
学
校

2
年

今
野　

蓮
斗

網
走
市
立
網
走
小
学
校

1
年

吉
田　

美
里

北
広
島
市
立
東
部
小
学
校

1
年

多
門　

花
佳

札
幌
市
立
澄
川
南
小
学
校

3
年

宮
森　

佑
輝

釧
路
市
立
清
明
小
学
校

6
年

加
藤　

瑳
月

別
海
町
立
別
海
中
央
小
学
校

4
年

古
里　

絵
鈴

室
蘭
市
立
み
な
と
小
学
校

6
年

磯
部　

光
希

札
幌
市
立
平
岸
中
学
校

2
年

服
部　

健
吾

千
歳
市
立
千
歳
中
学
校

2
年

奥
村　

拓
世

千
歳
市
立
千
歳
中
学
校

2
年

本
間
ゆ
り
子

北
海
道
教
育
大
学
附
属
旭
川
中
学
校

3
年

上
野　

未
悠

北
海
道
函
館
聾
学
校　

中
学
部

1
年

山
田
リ
ノ
ア

北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校

3
年

今
野　
　

渚　

北
海
道
釧
路
商
業
高
等
学
校

1
年

比
内　

月
菜

北
海
道
札
幌
工
業
高
等
学
校

3
年

堤　
　

友
里

《
入
選
》

旭
川
市
立
豊
岡
小
学
校

2
年

斉
藤　

僚
琉

岩
内
町
立
岩
内
西
小
学
校

3
年

川
本　

月
緋

岩
内
町
立
岩
内
西
小
学
校

3
年

木
森　

百
花

岩
内
町
立
岩
内
西
小
学
校

3
年

森　

太
偉
俄

札
幌
市
立
澄
川
南
小
学
校

3
年

大
野
壮
太
郎

札
幌
市
立
澄
川
南
小
学
校

3
年

久
保
い
ろ
は

札
幌
市
立
澄
川
南
小
学
校

3
年

安
田　

和
史

札
幌
市
立
西
園
小
学
校

3
年

富
樫
梨
衣
沙

札
幌
市
立
藤
の
沢
小
学
校

2
年

陣
内　

結
子

北
海
道
教
育
大
学
附
属
札
幌
小
学
校

3
年

鈴
木　

千
智

小
樽
市
立
奥
沢
小
学
校

4
年

伊
吹　
　

梓

小
樽
市
立
奥
沢
小
学
校

4
年

岩
戸　

美
織

札
幌
市
立
幌
南
小
学
校

6
年

鈴
木　

音
彩

札
幌
市
立
幌
南
小
学
校

6
年

中　
　

季
子

札
幌
市
立
幌
南
小
学
校

6
年

和
田　

詩
織

札
幌
市
立
幌
北
小
学
校

4
年

間
島　

仁
子

札
幌
市
立
幌
北
小
学
校

4
年

松
永　

小
瑶

札
幌
市
立
札
苗
北
小
学
校

4
年

佐
藤　

穂
和

札
幌
市
立
札
苗
北
小
学
校

4
年

水
木
昊
士
朗

札
幌
市
立
篠
路
小
学
校

6
年

家
崎　

花
鈴

札
幌
市
立
篠
路
小
学
校

6
年

櫻
岡　

春
音

札
幌
市
立
澄
川
南
小
学
校

4
年

三
上　

惺
之

札
幌
市
立
福
移
小
学
校

4
年

新
倉　

咲
音

札
幌
市
立
藤
の
沢
小
学
校

6
年

細
田　

梨
央

札
幌
市
立
北
光
小
学
校

6
年

尾
崎　

雄
大

札
幌
市
立
元
町
小
学
校

5
年

尾
髙　

佑
宇

札
幌
市
立
米
里
小
学
校

5
年

佐
藤
こ
は
く

中
頓
別
町
立
中
頓
別
小
学
校

4
年

佐
藤　

栞
那

旭
川
市
立
桜
岡
中
学
校

2
年

上
村　

南
惺

旭
川
市
立
緑
が
丘
中
学
校

2
年

田
村　

裕
音

小
樽
市
立
北
陵
中
学
校

2
年

稲
宮　
　

勇

上
富
良
野
町
立
上
富
良
野
中
学
校

2
年

長
谷
川　

葉

釧
路
市
立
共
栄
中
学
校

2
年

澤
田　
　

葵

札
幌
市
立
青
葉
中
学
校

2
年

椿
原　

春
香

札
幌
市
立
北
野
中
学
校

2
年

竹
林　
　

信

札
幌
市
立
琴
似
中
学
校

1
年

林　

秀
一
郎

札
幌
市
立
澄
川
中
学
校

2
年

天
野　
　

澪

入
賞
者
一
覧
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札
幌
市
立
澄
川
中
学
校

2
年

田
中　

佑
奈

札
幌
市
立
澄
川
中
学
校

2
年

山
田　

脩
平

札
幌
市
立
伏
見
中
学
校

1
年

山
本　

果
凛

札
幌
聖
心
女
子
学
院
中
学
校

1
年

都
筑　

暖
和

札
幌
日
本
大
学
中
学
校

1
年

大
場　

悠
貴

伊
達
市
立
光
陵
中
学
校

2
年

本
所
く
る
み

中
頓
別
町
立
中
頓
別
中
学
校

2
年

宗
像　

晃
大

七
飯
町
立
七
飯
中
学
校

2
年

石
岡　

崚
和

仁
木
町
立
仁
木
中
学
校

2
年

久
保　

日
和

登
別
市
立
鷲
別
中
学
校

2
年

江
利
川
由
菜

函
館
市
立
亀
田
中
学
校

2
年

大
國　

結
愛

室
蘭
市
立
東
明
中
学
校

2
年

西
田　

琴
音

帯
広
北
高
等
学
校

3
年

竹
内　

悠
真

市
立
札
幌
開
成
中
等
教
育
学
校

4
年

石
川　
　

華

北
星
学
園
大
学
附
属
高
等
学
校

2
年

岡
本　

嵩
弘

北
海
道
釧
路
商
業
高
等
学
校

1
年

波
平　

奏
歌

北
海
道
釧
路
商
業
高
等
学
校

1
年

三
谷　

華
生

北
海
道
釧
路
商
業
高
等
学
校

1
年

村
山　

七
海

北
海
道
釧
路
商
業
高
等
学
校

2
年

神
田　

桃
果

北
海
道
札
幌
白
石
高
等
学
校

2
年

松
谷　

花
果

北
海
道
富
良
野
高
等
学
校

1
年

池
添　
　

遥

北
海
道
富
良
野
高
等
学
校

1
年

木
下　
　

凛

〇
応
募
状
況

　

応
募
全
作
品　

七
，五
四
五
首

 　

小
学
一
～
三
年
生
の
部　

一
八
三
首

　

小
学
四
～
六
年
生
の
部　

一
，三
〇
七
首

　

中
学
生
の
部　
　
　
　
　

四
，二
二
七
首

　

高
校
生
の
部　
　
　
　
　

一
，八
二
八
首

【
団
体
応
募
】

　

小
学
校　
　
　
　

三
九
校　

　

中
学
校　
　
　
　

八
二
校　

　

高
等
学
校　
　
　

一
三
校

　

特
別
支
援
学
校　

六
校　
　
　
　

　

そ
の
他　
　
　
　

一
団
体　
　
　

計
一
四
一
団
体

 

団
体
応
募
一
覧

旭
川
市
立
旭
川
小
学
校
／
旭
川
市
立
豊
岡
小
学
校
／
芦
別

市
立
上
芦
別
小
学
校
／
岩
内
町
立
岩
内
西
小
学
校
／
岩
見

沢
市
立
第
一
小
学
校
／
浦
河
町
立
荻
伏
小
学
校
／
江
別
市

立
豊
幌
小
学
校
／
遠
軽
町
立
白
滝
小
学
校
／
遠
軽
町
立
丸

瀬
布
小
学
校
／
小
樽
市
立
奥
沢
小
学
校
／
小
樽
市
立
幸
小

学
校
／
北
見
市
立
大
正
小
学
校
／
北
見
市
立
若
松
小
学
校

／
釧
路
市
立
朝
陽
小
学
校
／
釧
路
市
立
武
佐
小
学
校
／
釧

路
町
立
知
方
学
小
学
校
／
札
幌
市
立
石
山
東
小
学
校
／
札

幌
市
立
幌
南
小
学
校
／
札
幌
市
立
幌
北
小
学
校
／
札
幌
市

立
琴
似
小
学
校
／
札
幌
市
立
札
苗
北
小
学
校
／
札
幌
市
立

三
角
山
小
学
校
／
札
幌
市
立
篠
路
小
学
校
／
札
幌
市
立
篠

路
西
小
学
校
／
札
幌
市
立
澄
川
南
小
学
校
／
札
幌
市
立
伏

古
小
学
校
／
札
幌
市
立
藤
の
沢
小
学
校
／
佐
呂
間
町
立
若

佐
小
学
校
／
千
歳
市
立
北
陽
小
学
校
／
苫
小
牧
市
立
錦
岡

小
学
校
／
中
頓
別
町
立
中
頓
別
小
学
校
／
中
富
良
野
町
立

旭
中
小
学
校
／
函
館
市
立
臼
尻
小
学
校
／
深
川
市
立
音
江

小
学
校
／
別
海
町
立
別
海
中
央
小
学
校
／
北
斗
市
立
沖
川

小
学
校
／
北
海
道
教
育
大
学
附
属
札
幌
小
学
校
／
室
蘭
市

立
喜
門
岱
小
学
校
／
室
蘭
市
立
み
な
と
小
学
校
／
愛
別
町

立
愛
別
中
学
校
／
旭
川
市
立
嵐
山
中
学
校
／
旭
川
市
立
神

居
中
学
校
／
旭
川
市
立
桜
岡
中
学
校
／
旭
川
市
立
緑
が
丘

中
学
校
／
厚
真
町
立
厚
南
中
学
校
／
網
走
市
立
第
三
中
学

校
／
安
平
町
立
早
来
中
学
校
／
石
狩
市
立
樽
川
中
学
校
／

岩
見
沢
市
立
上
幌
向
中
学
校
／
岩
見
沢
市
立
北
村
中
学
校

／
遠
軽
町
立
白
滝
中
学
校
／
遠
軽
町
立
丸
瀬
布
中
学
校
／

小
樽
市
立
望
洋
台
中
学
校
／
小
樽
市
立
北
陵
中
学
校
／
小

樽
市
立
松
ヶ
枝
中
学
校
／
音
更
町
立
緑
南
中
学
校
／
帯
広

市
立
川
西
中
学
校
／
上
富
良
野
町
立
上
富
良
野
中
学
校
／

神
恵
内
村
立
神
恵
内
中
学
校
／
北
広
島
市
立
大
曲
中
学
校

／
北
見
市
立
北
中
学
校
／
北
見
市
立
光
西
中
学
校
／
北
見

市
立
東
陵
中
学
校
／
清
里
町
立
清
里
中
学
校
／
釧
路
市
立

共
栄
中
学
校
／
釧
路
市
立
鳥
取
中
学
校
／
釧
路
町
立
昆
布

森
中
学
校
／
釧
路
町
立
別
保
中
学
校
／
黒
松
内
町
立
黒
松

内
中
学
校
／
札
幌
市
立
あ
い
の
里
東
中
学
校
／
札
幌
市
立

青
葉
中
学
校
／
札
幌
市
立
北
野
中
学
校
／
札
幌
市
立
栄
南

中
学
校
／
札
幌
市
立
新
陵
中
学
校
／
札
幌
市
立
澄
川
中
学

校
／
札
幌
市
立
月
寒
中
学
校
／
札
幌
市
立
稲
陵
中
学
校
／

札
幌
市
立
八
軒
中
学
校
／
札
幌
市
立
平
岡
緑
中
学
校
／
札

幌
市
立
平
岸
中
学
校
／
札
幌
市
立
前
田
中
学
校
／
札
幌
市

立
真
駒
内
中
学
校
／
士
別
市
立
上
士
別
中
学
校
／
士
別
市

立
士
別
中
学
校
／
積
丹
町
立
美
国
中
学
校
／
新
得
町
立
新

得
中
学
校
／
せ
た
な
町
立
大
成
中
学
校
／
滝
川
市
立
江
部

乙
中
学
校
／
伊
達
市
立
光
陵
中
学
校
／
千
歳
市
立
青
葉
中

学
校
／
千
歳
市
立
千
歳
中
学
校
／
当
別
町
立
西
当
別
中
学

校
／
洞
爺
湖
町
立
虻
田
中
学
校
／
洞
爺
湖
町
立
洞
爺
中
学

校
／
苫
小
牧
市
立
明
野
中
学
校
／
苫
小
牧
市
立
植
苗
中
学

校
／
苫
小
牧
市
立
青
翔
中
学
校
／
苫
小
牧
市
立
勇
払
中
学

校
／
苫
小
牧
市
立
和
光
中
学
校
／
豊
富
町
立
兜
沼
中
学
校

／
中
頓
別
町
立
中
頓
別
中
学
校
／
七
飯
町
立
七
飯
中
学
校

／
名
寄
市
立
名
寄
東
中
学
校
／
仁
木
町
立
仁
木
中
学
校
／

西
興
部
村
立
西
興
部
中
学
校
／
根
室
市
立
歯
舞
学
園
／
登

別
市
立
登
別
中
学
校
／
登
別
市
立
鷲
別
中
学
校
／
函
館
市

立
亀
田
中
学
校
／
函
館
市
立
桔
梗
中
学
校
／
函
館
市
立
本

通
中
学
校
／
東
神
楽
町
立
東
神
楽
中
学
校
／
富
良
野
市
立

樹
海
中
学
校
／
富
良
野
市
立
麓
郷
中
学
校
／
北
海
道
教
育

大
学
附
属
函
館
中
学
校
／
幕
別
町
立
幕
別
中
学
校
／
真
狩

村
立
真
狩
中
学
校
／
室
蘭
市
立
東
明
中
学
校
／
立
命
館
慶

祥
中
学
校
／
留
萌
市
立
港
南
中
学
校
／
稚
内
市
立
潮
見
が

丘
中
学
校
／
旭
川
実
業
高
等
学
校
／
旭
川
龍
谷
高
等
学
校

／
小
樽
双
葉
高
等
学
校
／
帯
広
北
高
等
学
校
／
と
わ
の
森

三
愛
高
等
学
校
／
北
海
道
旭
川
工
業
高
等
学
校
／
北
海
道

小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校
／
北
海
道
釧
路
工
業
高
等
学
校

／
北
海
道
釧
路
湖
陵
高
等
学
校（
定
時
制
）／
北
海
道
釧
路

商
業
高
等
学
校
／
北
海
道
札
幌
白
石
高
等
学
校
／
北
海
道

弟
子
屈
高
等
学
校
／
北
海
道
富
良
野
高
等
学
校
／
北
海
道

小
平
高
等
養
護
学
校
／
北
海
道
新
篠
津
高
等
養
護
学
校
／

北
海
道
手
稲
養
護
学
校
／
北
海
道
手
稲
養
護
学
校
三
角
山

分
校
／
北
海
道
函
館
五
稜
郭
支
援
学
校
／
北
海
道
函
館
聾

学
校
／
国
語
専
門
塾
み
が
く
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第
15
回 

北
海
道 

小･

中･

高
生 

短
歌
コ
ン
テ
ス
ト　
【
講
評
】

歌
人
・（
公
財
）北
海
道
文
学
館
評
議
員　

阿
知
良　

光
治　

　

今
回
は
、中
学
生
の
応
募
者
が
大
幅
に
増
え
て
、昨
年
よ
り
一
，四
一
三
名
多
い
七
，五
四
五
名
で
過
去
最
多
の
応
募
数
で
し
た
。応
募
し
た
学

校
は
一
四
〇
校
で
、
特
別
支
援
学
校
が
六
校
あ
り
、
学
習
塾
か
ら
の
応
募
も
あ
り
ま
し
た
。
第
一
次
審
査
通
過
者
は
三
八
〇
名
、
第
二
次
審
査
に

残
っ
た
の
は
二
五
〇
名
、そ
の
う
ち
入
選
は
八
六
名
で
し
た
。
審
査
に
当
た
る
私
た
ち
は「
今
年
も
素
晴
ら
し
い
作
品
に
出
合
え
ま
す
よ
う
に
」と

期
待
し
な
が
ら
慎
重
に
審
査
に
当
た
り
ま
し
た
。入
選
以
上
の
作
品
は
厳
し
い
審
査
を
通
過
し
た
優
秀
な
作
品
で
す
。

　

ど
の
作
品
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
の
発
達
段
階
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
、
学
校
生
活
の
様
子
な
ど
が
素
直
に
う
た
わ
れ
て
お
り
好
感
が
持
て
ま

し
た
。特
に
特
別
賞
に
輝
い
た
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
の
跡
が
見
ら
れ
独
自
の
見
方
や
考
え
方
が
際
立
っ
て
お
り
、素
晴
ら
し
い
作
品
で
し
た
。

　

そ
も
そ
も
短
歌
は
日
本
伝
統
の
定
型
詩
と
言
わ
れ
、
千
年
以
上
前
の『
万
葉
集
』に
も
多
く
詠よ

ま
れ
、
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
特
に

「
五
・
七
・
五
・
七
・
七
」の
三
十
一
文
字
の
リ
ズ
ム
が
特
徴
で
す
。
そ
う
し
た
基
本
を
大
切
に
し
て
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
見
た
こ
と
や
感
じ
た
こ

と
を
飾
ら
ず
に
う
た
う
と
、よ
い
作
品
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
上
で
自
分
な
り
の
表
現
の
工
夫
を
す
る
と
、さ
ら
に
良
い
作
品
に
な
り
ま
す
。「
短

歌
は
人
を
表
す
」と
言
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
自
分
ら
し
い
表
現
を
工
夫
し
、自
分
に
し
か
う
た
え
な
い
素
晴
ら
し
い
作
品
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

入
選
さ
れ
た
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※
掲
載
は
部
門
別
に
学
校
名
の
五
十
音
順
。同
学
校
内
で
は
学
年
順
、同
学
年
内
で
は
氏
名
の
五
十
音
順
。

〔
各
作
品
の
講
評
担
当
〕　

特
別
賞
／
優
秀
賞
・
佳
作
・
入
選
（
小
学
生
の
部
）　

阿
知
良
光
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

優
秀
賞
・
佳
作
・
入
選
（
中
学
生
・
高
校
生
の
部
）　

大
塚　

亜
希
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《
特
別
賞
　
北
海
道
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
》	

憂
鬱
を
高
み
の
見
物
赤
と
ん
ぼ「
前
へ
進
め
。」と
ハ
ン
ド
ル
に
と
ま
る 

 

岩
見
沢
市
立
光
陵
中
学
校 

３
年 

大
硲　

晴
正	

【
講
評
】現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
停
滞
、
あ
る
い
は
高
校
受
験
に
対
す
る
不
安
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
作
者

の
憂
鬱
を
赤
と
ん
ぼ
が
高
み
の
見
物
を
し
て
い
る
と
擬
人
化
し
、「
前
へ
進
め
。」と
う
な
が
し
て
い
る
と
い
う
の

で
あ
る
。
実
に
巧
み
な
表
現
で
、
深
い
よ
み
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。
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《
特
別
賞
　
北
海
道
立
文
学
館
賞
》	

青
空
に
映ば

え
る
富
良
野
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
そ
っ
と
外
し
た
マ
ス
ク
片
手
に 

 

札
幌
市
立
円
山
小
学
校 

６
年 

矢
野　

七
雨

【
講
評
】ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
見
た
感
動
を「
青
空
に
映
え
る
」と
表
現
し
、「
美
し
い
」と
か「
素
晴
ら
し
い
」と
か
の
言
葉
を
使
わ

ず
に
、
マ
ス
ク
を
そ
っ
と
外
す
と
い
う
作
者
の
行
動
で
表
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
短
歌
を
作
る
と
き
の
基
本

で
、
出
来
る
だ
け
そ
う
し
た
表
現
を
使
わ
ず
に
感
動
を
表
す
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
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《
特
別
賞
　
北
海
道
歌
人
会
賞
》	

青
春
の
あ
し
た
は
き
っ
と
晴
れ
ま
す
か
教
科
書
を
め
く
り
白
秋
に
聞
く 

 

北
海
道
釧
路
商
業
高
等
学
校 

２
年 

只
野　
　

結

【
講
評
】新
鮮
な
感
じ
方
が
魅
力
的
な
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
先
の
自
分
の
青
春
が
輝
か
し
い
も
の
で
あ
る
よ
う
に
と
の

願
望
を
北
原
白
秋
に
聞
く
と
い
う
の
で
あ
る
。
き
っ
と
国
語
の
授
業
で
白
秋
の
詩
か
短
歌
を
学
ん
だ
の
で
あ
ろ

う
。
未
来
に
希
望
を
持
た
せ
る
よ
う
な
そ
ん
な
詩
か
短
歌
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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《
特
別
賞
　
北
海
道
新
聞
社
賞
》	

赤
と
ん
ぼ
く
さ
に
と
ま
る
よ
つ
か
ま
え
ろ
そ
っ
と
い
っ
て
ね
に
げ
ち
ゃ
う
か
ら
ね 

 

岩
内
町
立
岩
内
西
小
学
校 

３
年 

町　
　

彩
音

【
講
評
】自
分
の
思
い
を
そ
の
ま
ま
言
葉
に
し
た
も
の
で
、
素
直
な
表
現
で
好
感
が
持
て
る
。「
ト
ン
ボ
を
捕
ま
え
て
」と
友

達
に
頼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
ト
ン
ボ
を
捕
ま
え
る
動
作
が
生
き
生
き
と
う
た
わ
れ
、「
に
げ
ち
ゃ
う
か
ら
ね
」の
結

句
に
は
思
わ
ず
う
な
ず
い
て
し
ま
う
か
わ
い
ら
し
さ
が
あ
る
。
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《
優
秀
賞
》

小
学
一
〜
三
年
生
の
部
　

 

か
き
ご
お
り
ぶ
る
う
は
わ
い
を
ま
わ
り
に
ね
か
け
て
お
い
し
い
ふ
じ
さ
ん
に
な
る

  

旭
川
市
立
豊
岡
小
学
校 

２
年 

鎌
田　

湊
士

 【
講
評
】か
き
氷
の
周
り
に「
ブ
ル
ー
ハ
ワ
イ
」と
い
う
シ
ロ
ッ
プ
を
掛
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を「
お
い
し
い
ふ
じ
さ
ん
」

に
た
と
え
た
と
こ
ろ
は
作
者
の
発
見
で
微
笑
ま
し
い
。
子
ど
も
の
素
直
な
心
を
表
現
し
た
一
首
に
な
っ
て
い
る
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
い
え
の
は
た
け
は
に
じ
み
た
い
ア
ス
パ
ラ
・
イ
チ
ゴ
・
ナ
ス
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー 

 

札
幌
市
立
西
園
小
学
校 

１
年 

廣
部　
　

琴

【
講
評
】祖
母
の
家
の
畑
に
あ
る
色
と
り
ど
り
の
野
菜
を
見
て
の
作
品
。
そ
れ
を「
に
じ
み
た
い
」と
感
じ
た
の
で
あ
る
。
下

の
句
に「
ア
ス
パ
ラ
・
イ
チ
ゴ
・
ナ
ス
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
」と
並
べ
た
の
が
効
果
的
で
あ
る
。
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小
学
四
〜
六
年
生
の
部
　

 

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
照
ら
す
日
差
し
で
ゆ
ら
ゆ
ら
と
見
え
る
影
に
は
夏
だ
け
の
色 

 

札
幌
市
立
琴
似
小
学
校 

６
年 

遠
田　

真
緒

【
講
評
】夏
の
直
射
日
光
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
照
ら
し
陽
炎
の
よ
う
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
見
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を「
夏
だ
け
の

色
」と
表
現
し
た
個
性
的
な
見
方
が
素
晴
ら
し
い
。
高
学
年
ら
し
い
雰
囲
気
の
あ
る
作
品
で
あ
る
。

い
つ
も
よ
り
う
ま
い
や
き
と
り
キ
ャ
ン
プ
場
音
の
味
付
け
セ
ミ
の
鳴
き
声 

 

札
幌
市
立
発
寒
西
小
学
校 

４
年 

今
野　

充
翔

【
講
評
】キ
ャ
ン
プ
な
ど
野
外
で
大
勢
で
食
べ
る
食
事
は
お
い
し
い
も
の
で
あ
る
が
、「
セ
ミ
の
鳴
き
声
」が
味
付
け
に
な
っ

て
い
て「
い
つ
も
よ
り
う
ま
い
」と
捉
え
た
と
こ
ろ
が
斬
新
で
優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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中
学
生
の
部
　

 

ゆ
か
た
着
て
屋
台
回
っ
て
帰
り
ぎ
わ
ふ
た
り
の
背
景
打
ち
上
げ
花
火 

 

小
樽
市
立
松
ヶ
枝
中
学
校 

２
年 

吉
田
名
菜
花

【
講
評
】友
人
ま
た
は
恋
人
と
の
お
祭
り
で
の
思
い
出
を
動
き
の
あ
る
映
像
と
し
て
表
現
で
き
て
い
る
。
背
後
で
上
が
っ
た

打
ち
上
げ
花
火
を「
背
景
」と
し
た
こ
と
で
、
思
い
出
の
最
後
の
シ
ー
ン
が
ス
ト
ッ
プ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
描
か
れ
た
よ

う
な
、
鮮
や
か
な
一
首
に
な
っ
た
。

外
に
出
た
い
買
い
物
行
き
た
い
遊
び
た
い
課
題
で
埋
ま
る
私
の
机 

 

音
更
町
立
緑
南
中
学
校 

２
年 

三
井
田
莉
子

【
講
評
】コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
日
々
。
学
校
に
す
ら
行
け
な
い
期
間
の
あ
っ
た
学
生
に
は
な
お
さ
ら
ス
ト
レ

ス
の
溜
ま
る
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。
登
校
で
き
な
い
た
め
に
、
課
題
も
多
く
出
た
と
い
う
。「
い
ま
」の
学
生
生
活
を

リ
ズ
ミ
カ
ル
に
う
た
っ
て
い
る
。
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高
校
生
の
部
　

 

風
も
無
く
灼
熱
地
獄
の
体
育
館
汗
を
飛
ば
し
て
シ
ャ
ト
ル
追
う
夏 

 

帯
広
北
高
等
学
校 

２
年 

池
内　

幹
太

【
講
評
】バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
練
習
の
場
面
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。
風
の
影
響
を
受
け
や
す
い
た
め
窓

を
開
け
ら
れ
な
い
ス
ポ
ー
ツ
。
真
夏
日
の
多
い
最
近
の
夏
は
ま
さ
に「
灼
熱
地
獄
」と
い
う
表
現
が
ふ
さ
わ
し
い
。

躍
動
感
の
あ
る
表
現
も
よ
か
っ
た
。

炎
天
下
ホ
ー
ス
片
手
に
作
り
出
す
季
節
限
定
手
作
り
の
虹 

 

北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校 

２
年 

宮
島　

朱
音

【
講
評
】「
手
作
り
の
虹
」と
い
う
表
現
に
詩
情
と
発
見
が
あ
り
、
作
者
た
ち
の
暑
い
夏
を
楽
し
む
姿
が
見
え
る
か
の
よ
う
で

あ
る
。
夏
だ
け
の
楽
し
み
で
あ
る
こ
と
と
、
ホ
ー
ス
で
水
を
撒
く
さ
ま
が
具
体
的
に
描
か
れ
て
い
て
、
一
首
に
説

得
力
を
与
え
て
い
る
。
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《
佳　

作
》

小
学
一
〜
三
年
生
の
部
　

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
す
し
や
さ
ん
だ
ぼ
く
サ
ー
モ
ン
ば
あ
ち
ゃ
ん
マ
グ
ロ
二
人
で
え
が
お 

 

旭
川
市
立
豊
岡
小
学
校 

２
年 

今
野　

蓮
斗

【
講
評
】祖
母
と
二
人
で
お
寿
司
屋
さ
ん
に
行
っ
た
様
子
を
楽
し
く
表
現
し
て
い
る
。
特
に「
ぼ
く
サ
ー
モ
ン
ば
あ
ち
ゃ
ん
マ
グ
ロ
」の
具

体
が
効
い
て
い
る
。
二
人
の
楽
し
げ
な
会
話
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
あ
る
。

ず
こ
う
す
き
お
よ
ぐ
の
だ
い
す
き
じ
は
に
が
て
み
ん
な
ち
が
っ
て
い
い
ん
だ
よ
ね 

 

網
走
市
立
網
走
小
学
校 

１
年 

吉
田　

美
里

【
講
評
】人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
得
意
な
も
の
と
不
得
意
な
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
子
ど
も
ら
し
く
表
現
し
て
い
る
。
金
子
み
す
ゞ
の
詩

に「
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
」と
あ
る
よ
う
に
、
上
の
句
の「
ず
こ
う
す
き
お
よ
ぐ
の
だ
い
す
き
じ
は
に
が
て
」に
そ
の
子

ら
し
さ
が
出
て
い
て
好
感
が
持
て
る
。

だ
い
す
き
な
お
ま
つ
り
は
な
び
み
ず
あ
そ
び
こ
と
し
は
コ
ロ
ナ
ざ
ん
ね
ん
だ
な
あ 

 
北
広
島
市
立
東
部
小
学
校 

１
年 

多
門　

花
佳

【
講
評
】心
待
ち
に
し
て
い
た
お
祭
り
が
コ
ロ
ナ
に
よ
り
中
止
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
残
念
な
気
持
ち
を
素
直
に
表
現
し
て
い
る
。「
は
な

び
み
ず
あ
そ
び
」と
具
体
的
な
も
の
を
出
し
た
の
が
よ
か
っ
た
。

ヒ
ナ
の
声
か
あ
さ
ん
を
よ
ぶ
い
つ
ま
で
も
も
う
日
が
く
れ
て
も
ま
だ
な
い
て
い
る 

 

札
幌
市
立
澄
川
南
小
学
校 
３
年 

宮
森　

佑
輝

【
講
評
】小
鳥
の
ひ
な
が
巣
の
中
で
母
親
を
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
声
が
日
が
暮
れ
て
か
ら
も
聞
こ
え
る
と
い
う
。「
ま
だ
な
い
て
い
る
」に

小
鳥
の
ひ
な
を
心
配
し
て
い
る
思
い
が
子
ど
も
ら
し
く
素
直
に
表
現
さ
れ
て
好
感
を
持
っ
た
。
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小
学
四
〜
六
年
生
の
部

う
え
み
れ
ば
広
が
る
青
に
咲
い
て
い
た
の
び
の
び
大
き
く
純
白
の
花 

 

釧
路
市
立
清
明
小
学
校 

６
年 

加
藤　

瑳
月

【
講
評
】上
空
に
広
が
る
青
い
空
。
そ
の
中
に
大
き
く
漂
う
白
い
雲
を「
純
白
の
花
」に
た
と
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
色
の
対
比
が
鮮
明
で

「
の
び
の
び
大
き
く
」と
う
た
い
雄
大
な
空
を
う
ま
く
表
現
し
て
い
る
。

見
わ
た
せ
ば
青
い
夏
空
白
い
雲
ゆ
れ
る
草
原
ゆ
れ
る
ひ
ま
わ
り 

 

別
海
町
立
別
海
中
央
小
学
校 

４
年 

古
里　

絵
鈴

【
講
評
】晴
れ
渡
っ
た
青
い
夏
空
に
浮
か
ぶ
白
い
雲
、
そ
の
下
に
広
が
る
草
原
の
ひ
ま
わ
り
。「
ゆ
れ
る
草
原
ゆ
れ
る
向
日
葵
」と「
ゆ
れ

る
」の
繰
り
返
し
が
効
い
て
い
る
。
自
然
の
豊
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
作
品
で
あ
る
。

弟
の
産
ま
れ
る
知
ら
せ
心
待
ち
泣
き
声
聞
こ
え
笑
顔
あ
ふ
れ
る 

 
室
蘭
市
立
み
な
と
小
学
校 

６
年 

磯
部　

光
希

【
講
評
】心
待
ち
に
し
て
い
た
弟
の
誕
生
。
新
し
く
増
え
た
家
族
へ
の
喜
び
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
作
者
は
弟
が
欲
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
生
ま
れ
た
瞬
間
の
赤
ち
ゃ
ん
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
臨
場
感
が
あ
る
。
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中
学
生
の
部

大
会
後
ふ
と
ん
に
こ
も
る
そ
の
僕
に
そ
っ
と
の
っ
か
る
大
き
な
父
の
手 

 

札
幌
市
立
平
岸
中
学
校 

２
年 

服
部　

健
吾

【
講
評
】大
会
で
は
不
本
意
な
結
果
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
説
明
さ
れ
な
く
と
も「
僕
」の
描
写
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
の「
僕
」を

さ
り
げ
な
く
は
げ
ま
し
て
く
れ
る
父
の
存
在
の
大
き
さ
と
優
し
さ
が
描
か
れ
て
い
て
、
心
の
あ
た
た
か
く
な
る
一
首
だ
っ
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
じ
ゃ
つ
ま
ら
な
い
僕
の
人み

ち生
に
は
階
段
が
い
い 

 

千
歳
市
立
千
歳
中
学
校 

２
年 

奥
村　

拓
世

【
講
評
】楽
な
方
に
流
れ
が
ち
な
人
生
だ
け
れ
ど
、
あ
え
て
楽
で
は
な
い
方
へ
進
み
た
い
と
い
う
積
極
的
な
姿
勢
を
う
た
っ
て
い
る
。

「
楽
」を「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
」、「
苦
」を「
階
段
」と
し
た
表
現
の
工
夫
も
よ
く
、
ま
た
、
ル
ビ
も
効
果
的
に
使
え

て
い
る
。

「
大
丈
夫
一
人
じ
ゃ
な
い
よ
こ
こ
に
い
る
」そ
の
一
言
に
君
が
滲
ん
だ 

 

千
歳
市
立
千
歳
中
学
校 

２
年 

本
間
ゆ
り
子

【
講
評
】作
者
に
と
っ
て
の「
君
」の
存
在
の
大
き
さ
が「
君
」の
言
葉
を
具
体
的
に
掲
出
し
た
こ
と
で
強
く
う
っ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
泣
い

た
こ
と
を「
泣
い
た
」と
表
現
せ
ず「
君
が
滲
ん
だ
」と
し
た
点
も
よ
く
考
え
ら
れ
て
い
て
、
一
首
に
詩
情
を
与
え
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
越
し
の
花
火
じ
ゃ
物
足
り
な
い
火
薬
の
匂
い
と
君
の
ぬ
く
も
り 

 

北
海
道
教
育
大
学
附
属
旭
川
中
学
校 

３
年 

上
野　

未
悠

【
講
評
】ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
様
々
な
も
の
が
画
面
越
し
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
で
も
、
そ
こ
に
は「
匂
い
」と「
ぬ
く
も
り
」が
な
い
、

と
い
う
作
者
の
気
づ
き
が
、「
花
火
」と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
通
し
て
表
現
さ
れ
、
寂
し
さ
を
漂
わ
せ
る
一
首
に
な
っ
て
い
る
。

お
じ
さ
ん
に
席
ゆ
ず
ら
れ
し
十
二
歳
部
活
の
後
の
夏
の
夕
焼
け 

 

北
海
道
函
館
聾
学
校
中
学
部 

１
年 
山
田
リ
ノ
ア

【
講
評
】下
の
句
の「
の
」の
畳
み
か
け
で
気
持
ち
い
い
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
て
い
る
。
十
二
歳
で
席
を
ゆ
ず
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
戸
惑
い
が

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
車
外
に
広
が
る
夏
の
夕
焼
け
か
ら
作
者
の
前
向
き
な
気
持
ち
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
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高
校
生
の
部

綾
取
り
で
子
が
絡
ま
せ
て
直
す
母
十
五
の
糸
は
絡
ま
っ
た
ま
ま 

 

北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校 

３
年 

今
野　
　

渚

【
講
評
】多
感
な
十
五
歳
の
悩
み
の
渦
中
に
い
る
自
分
が
、
絡
ま
っ
た
綾
取
り
の
糸
を
母
に
直
し
て
も
ら
っ
た
幼
き
日
の
こ
と
を
思
い
出

し
て
い
る
一
首
。
自
分
目
線
で
は
な
く
、「
子
」と「
母
」と
表
現
し
た
こ
と
で
、
往
事
を
外
か
ら
眺
め
て
い
る
寂
し
さ
も
感
じ
さ

せ
る
。

色
褪
せ
た
分
厚
い
ア
ル
バ
ム
め
く
っ
た
ら
今
も
鮮
明
あ
の
日
の
匂
い 

 

北
海
道
釧
路
商
業
高
等
学
校 

１
年 

比
内　

月
菜

【
講
評
】写
真
は
デ
ー
タ
で
持
つ
こ
と
が
多
い
今
、「
分
厚
い
ア
ル
バ
ム
」と
い
う
の
は
卒
業
ア
ル
バ
ム
だ
ろ
う
。
自
分
た
ち
の
幼
か
っ
た

頃
の
記
憶
を
鮮
明
に
さ
せ
る
ア
ル
バ
ム
の
存
在
感
を
感
じ
る
。
ア
ル
バ
ム
は
色
褪
せ
て
い
る
が
、
記
憶
は
鮮
明
に
匂
う
と
い
う

対
比
も
う
ま
い
。

制
服
で
祖
父
の
遺
影
を
見
上
げ
れ
ば
後
輩
だ
な
と
笑
う
気
が
し
た 

 

北
海
道
札
幌
工
業
高
等
学
校 

３
年 

堤　
　

友
里

【
講
評
】祖
父
も
通
っ
た
高
校
に
進
学
し
、
同
じ
制
服
を
着
る
。
祖
父
の
笑
い
声
を
感
じ
取
る
作
者
に
と
っ
て
、
祖
父
と
の
思
い
出
は
と

て
も
大
き
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
想
像
さ
せ
る
。
作
者
の
姿
と
内
面
、
祖
父
と
の
関
係
が
巧
み
に
過
不
足
な
く
描
か
れ
て
い
る
。
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《
入　

選
》

小
学
一
〜
三
年
生
の
部

よ
る
が
き
た
た
の
し
い
お
ま
つ
り
な
に
し
よ
う
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
で
マ
マ
と
た
い
せ
ん 

 

旭
川
市
立
豊
岡
小
学
校 

２
年 

斉
藤　

僚
琉 

【
講
評
】家
族
で
楽
し
み
に
し
て
い
た
夜
祭
り
に「
な
に
し
よ
う
」と
考
え
る
様
子
が
三
句
切
れ
で
う
ま
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
ヨ
ー

ヨ
ー
つ
り
で
マ
マ
と
た
い
せ
ん
」と
自
分
の
思
い
を
ま
っ
す
ぐ
に
生
き
生
き
と
表
現
し
て
実
感
が
あ
る
。

家
の
前
も
み
じ
が
と
ん
だ
き
れ
い
だ
な
わ
た
し
も
い
っ
し
ょ
に
と
ん
で
み
た
い
な 

 

岩
内
町
立
岩
内
西
小
学
校 

３
年 

川
本　

月
緋 

【
講
評
】真
っ
赤
な
紅
葉
が
家
の
前
を
飛
ん
で
い
る
。
自
分
も
一
緒
に
飛
ん
で
み
た
い
と
い
う
こ
と
ば
に
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
世
界
が
広

が
る
。
こ
う
し
た
子
ど
も
の
空
想
を
大
切
に
し
た
い
一
首
で
あ
る
。

ふ
う
り
ん
が
チ
リ
チ
リ
な
っ
た
な
つ
が
く
る
か
き
ご
お
り
た
べ
あ
あ
な
つ
が
く
る 

 

岩
内
町
立
岩
内
西
小
学
校 

３
年 

木
森　

百
花 

【
講
評
】風
鈴
の
音
と
、
か
き
氷
を
対
比
し
て「
な
つ
が
く
る
」を
繰
り
返
す
こ
と
で
そ
れ
が
強
調
さ
れ
て
効
果
的
で
あ
る
。
作
者
の
鋭
い

感
性
が
感
じ
ら
れ
て
趣
が
あ
る
。

な
つ
や
す
み
朝
か
ら
ド
リ
ル
お
わ
ら
せ
て
コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
お
う
ち
で
ゲ
ー
ム 

 

　
　

岩
内
町
立
岩
内
西
小
学
校 

３
年 

森　

太
偉
俄 

【
講
評
】今
年
の
夏
休
み
は
コ
ロ
ナ
に
よ
り
短
縮
さ
れ
た
が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
の
夏
休
み
は
楽
し
み
な
日
々
の
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し

「
朝
か
ら
ド
リ
ル
」の
あ
と
ほ
ん
と
う
は
外
で
遊
び
た
い
の
に「
お
う
ち
で
ゲ
ー
ム
」と
外
で
遊
べ
な
い
残
念
さ
が
よ
く
出
て
い
る
。

み
ず
の
お
と
た
き
の
ち
か
く
で
こ
い
は
ね
る
こ
こ
ろ
に
の
こ
る
き
れ
い
な
う
ろ
こ 

 

札
幌
市
立
澄
川
南
小
学
校 

３
年 
大
野
壮
太
郎

【
講
評
】印
象
的
な
作
品
で
あ
る
。
水
の
音
に
気
が
つ
く
と
鯉
が
は
ね
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
鯉
の
う
ろ
こ
が
強
く
心
に
残
っ
た
の
で
あ

る
。
錦
鯉
な
の
で
あ
ろ
う
か「
き
れ
い
な
」と
言
わ
ず
に
鮮
明
な
色
が
表
現
さ
れ
る
と
も
っ
と
良
か
っ
た
と
思
う
。
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海
の
中
お
魚
い
っ
ぱ
い
お
よ
い
で
る
き
っ
と
家
族
で
お
さ
ん
歩
中 

 

札
幌
市
立
澄
川
南
小
学
校 

３
年 

久
保
い
ろ
は

【
講
評
】海
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
魚
が
泳
い
で
い
る
が
、
そ
れ
を「
家
族
で
お
さ
ん
歩
中
」と
捉
え
た
と
こ
ろ
が
微
笑
ま
し
い
。
こ
う
し

た
子
ど
も
の
感
性
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

お
い
し
ゃ
さ
ん
み
ん
な
の
た
め
に
ウ
イ
ル
ス
と
た
た
か
っ
て
く
れ
て
か
ん
し
ゃ
の
き
も
ち 

 

札
幌
市
立
澄
川
南
小
学
校 

３
年 

安
田　

和
史

【
講
評
】コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
で
医
師
が
奮
闘
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
聞
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
や
や
報
告
的
で
あ
る
が
、
医
師
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
言
い
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

あ
ち
こ
ち
に
は
な
く
ち
な
し
の
変
な
奴
地
球
せ
い
ふ
く
マ
ス
ク
星
人 

 

札
幌
市
立
西
園
小
学
校 

３
年 

富
樫
梨
衣
沙

【
講
評
】コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
の
為
に
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
人
た
ち
を「
マ
ス
ク
星
人
」と
捉
え
た
と
こ
ろ
が
斬
新
で
あ
る
。
そ
れ
が

地
球
を
征
服
す
る
と
い
う
、
物
語
の
世
界
に
入
り
込
ん
だ
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
こ
の
作
品
を
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
に

し
て
い
る
。

じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
と
あ
つ
さ
ふ
っ
と
ぶ
川
あ
そ
び
ち
っ
ち
ゃ
い
魚
と
お
に
ご
っ
こ
み
た
い 

 

札
幌
市
立
藤
の
沢
小
学
校 

２
年 

陣
内　

結
子

【
講
評
】初
句
の
オ
ノ
マ
ト
ペ（
擬
音
語
）
が「
あ
つ
さ
ふ
っ
と
ぶ
川
あ
そ
び
」を
強
調
し
て
効
果
的
で
あ
る
。
さ
ら
に「
ち
っ
ち
ゃ
い
魚
と

お
に
ご
っ
こ
み
た
い
」の
転
換
が
面
白
い
。

は
つ
ぼ
ん
に
つ
く
っ
て
み
た
よ
お
り
く
ぜ
ん
お
い
し
い
か
い
と
お
は
な
し
す
る 

 

北
海
道
教
育
大
学
附
属
札
幌
小
学
校 

３
年 
鈴
木　

千
智

【
講
評
】自
分
で
作
っ
た
仏
様
へ
の
御
霊
供
膳（
お
り
く
ぜ
ん
）。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
で
あ
ろ
う
か「
お
い
し
い
か
い
」と

声
を
掛
け
る
や
さ
し
さ
が
感
じ
ら
れ
て
好
感
が
持
て
る
。
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小
学
四
〜
六
年
生
の
部

 
そ
ろ
ば
ん
の
試
験
に
受
か
っ
た
う
れ
し
さ
が
空
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
い
く 

 

小
樽
市
立
奥
沢
小
学
校 

４
年 

伊
吹　
　

梓

【
講
評
】そ
ろ
ば
ん
の
試
験
に
受
か
っ
た
喜
び
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
下
の
句
ま
で「
空
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
ゆ
く
」と

最
後
ま
で
一
気
に
よ
ん
だ
の
が
成
功
し
て
い
る
。

大
好
き
で
す
保
育
園
か
ら
こ
れ
ま
で
も
ず
っ
と
変
わ
ら
ぬ
私
の
初
恋 

 

小
樽
市
立
奥
沢
小
学
校 

４
年 

岩
戸　

美
織

【
講
評
】保
育
園
か
ら
ず
っ
と
一
緒
だ
っ
た
好
き
な
子
へ
の
思
い
が「
ず
っ
と
変
わ
ら
ぬ
」と
、
素
直
に
う
た
わ
れ
て
い
て
微
笑
ま
し
い
初

恋
の
歌
で
あ
る
。
下
の
句
に
そ
の
一
途
さ
が
十
分
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

ど
ん
と
あ
り
木
々
達
育
て
る
も
岩
山
絵
に
表
わ
せ
な
い
美
し
い
山 

 

札
幌
市
立
幌
南
小
学
校 

６
年 

鈴
木　

音
彩

【
講
評
】藻
岩
山
の
ど
っ
し
り
と
し
た
姿
を
表
現
し
て
力
強
い
。「
絵
に
表
わ
せ
な
い
」と
見
た
と
こ
ろ
が
こ
の
作
品
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
。
藻
岩
山
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
想
い
が
感
じ
ら
れ
る
。

ハ
エ
が
い
る
気
づ
け
ば
ぼ
く
も
ハ
エ
に
な
る
ひ
と
の
と
も
だ
ち
も
う
い
な
い 

 

札
幌
市
立
幌
南
小
学
校 

６
年 

中　
　

季
子

【
講
評
】自
分
が
ハ
エ
に
な
っ
た
と
表
現
し
た
斬
新
な
作
品
で
あ
る
。
友
達
が
い
な
い
寂
し
さ
を「
ひ
と
の
と
も
だ
ち
も
う
い
な
い
」と
ハ

エ
に
な
っ
た
自
分
か
ら
見
た
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

目
が
覚
め
て
耳
を
す
ま
す
と
せ
み
の
こ
え
な
つ
か
し
き
音
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
家 

 

札
幌
市
立
幌
南
小
学
校 
６
年 

和
田　

詩
織

【
講
評
】夏
休
み
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
祖
母
の
家
に
泊
ま
っ
た
朝
の
様
子
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
最
近
、
都
会
で
は
聞
く
こ
と
が
出

来
な
く
な
っ
た
セ
ミ
の
声
を
な
つ
か
し
く
思
っ
た
実
感
の
あ
る
作
品
で
あ
る
。
結
句
を「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の4

家
」と
、「
の
」を
入

れ
る
と
よ
か
っ
た
。
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夏
祭
り
舌
青
く
な
る
冷
た
さ
に
友
と
は
し
ゃ
い
で
熱
す
る
キ
ズ
ナ 

 

札
幌
市
立
幌
北
小
学
校 

４
年 

間
島　

仁
子

【
講
評
】夏
祭
り
に
友
達
と
か
き
氷
を
食
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。
舌
が
青
く
な
っ
た
の
を
見
せ
合
っ
て
は
し
ゃ
ぐ
様
子
が
見
え
る
よ
う
で
あ

る
。
や
や
背
伸
び
し
た「
熱
す
る
キ
ズ
ナ
」が
こ
の
作
品
の
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

諏
訪
神
社
友
だ
ち
い
っ
し
ょ
に
お
み
こ
し
だ
通
る
道
か
ら
虫
の
鳴
く
声 

 

札
幌
市
立
幌
北
小
学
校 

４
年 

松
永　

小
瑶

【
講
評
】諏
訪
神
社
の
秋
祭
り
に
友
達
と
お
み
こ
し
を
担
い
だ
様
子
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
行
く
道
に
虫
の
声
が
し
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
季
節
感
を
感
じ
る
作
品
に
な
っ
て
い
る
。

夏
休
み
長
か
っ
た
こ
ろ
思
い
出
す
今
年
は
み
じ
か
い
10
日
間
の
休
み 

 

　
　

札
幌
市
立
札
苗
北
小
学
校 

４
年 

佐
藤　

穂
和 

【
講
評
】今
年
は
コ
ロ
ナ
の
た
め
に
た
っ
た
十
日
間
の
短
い
夏
休
み
で
あ
っ
た
。
長
か
っ
た
こ
ろ
を
懐
か
し
ん
で
、
感
じ
た
ま
ま
を
素
直

に
表
現
し
て
実
感
が
あ
る
。

足
ぶ
る
ぶ
る
サ
ヨ
ナ
ラ
チ
ャ
ン
ス
打
席
に
は
ぼ
く
が
立
っ
て
る
死
ぬ
気
で
打
つ
ぞ 

 

札
幌
市
立
札
苗
北
小
学
校 

４
年 

水
木
昊
士
朗

【
講
評
】少
年
野
球
の
ひ
と
こ
ま
で
あ
る
。
サ
ヨ
ナ
ラ
の
チ
ャ
ン
ス
に
打
席
が
回
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
初
句
の「
足
ぶ
る
ぶ
る
」に
緊
迫

し
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。「
死
ぬ
気
で
打
つ
ぞ
」の
結
句
が
力
強
い
。

家
の
中
会
話
が
ず
れ
て
笑
い
あ
う
し
み
じ
み
思
う
や
っ
ぱ
り
家
族 

 

札
幌
市
立
篠
路
小
学
校 

６
年 

家
崎　

花
鈴

【
講
評
】会
話
が
ず
れ
て
も
お
互
い
を
許
し
合
え
る
家
族
の
よ
さ
が
伝
わ
っ
て
き
て
心
地
よ
い
。
下
の
句
の「
や
っ
ぱ
り
家
族
」は
心
の
底

か
ら
発
せ
ら
れ
た
言
葉
で
絆
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
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す
な
は
ま
に
ひ
と
つ
ち
い
さ
な
し
ろ
い
貝
貝
の
中
に
は
夏
の
思
い
出 

 

札
幌
市
立
篠
路
小
学
校 

６
年 

櫻
岡　

春
音

【
講
評
】砂
浜
に
落
ち
て
い
た
白
い
貝
殻
。
そ
の
中
に
は
夏
の
思
い
出
が
つ
ま
っ
て
い
る
と
い
う
発
想
に
感
銘
し
た
。
高
学
年
ら
し
い
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
な
作
品
で
セ
ン
ス
の
良
さ
が
光
る
。

キ
ャ
ン
プ
の
夜
た
き
火
を
か
こ
み
あ
た
た
め
る
家
族
み
ん
な
の
心
と
体 

 

札
幌
市
立
澄
川
南
小
学
校 

４
年 

三
上　

惺
之

【
講
評
】家
族
そ
ろ
っ
て
の
キ
ャ
ン
プ
、
夜
の
た
き
火
を
囲
ん
で
の
団
ら
ん
の
時
。
そ
の
た
き
火
の
火
が
家
族
の
心
と
体
を
温
め
る
と
い

う
感
受
性
豊
か
な
作
品
で
あ
る
。

い
よ
い
よ
だ
再
開
さ
れ
た
登
校
日
教
室
入
る
な
つ
か
し
い
声 

 

札
幌
市
立
福
移
小
学
校 

４
年 

新
倉　

咲
音

【
講
評
】コ
ロ
ナ
の
影
響
で
し
ば
ら
く
休
校
に
な
っ
て
い
た
学
校
が
再
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
友
達
に
会
え
る
喜
び
が
初
句
の「
い
よ
い

よ
だ
」に
凝
縮
し
て
い
る
。
臨
場
感
の
あ
る
下
の
句
で
さ
ら
に
友
達
の
声
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
あ
る
。

た
く
さ
ん
の
願
い
が
つ
ま
っ
た
短
冊
に
星
降
り
そ
そ
ぐ
七
夕
の
夜 

 

札
幌
市
立
藤
の
沢
小
学
校 

６
年 

細
田　

梨
央

【
講
評
】み
ん
な
の
願
い
を
書
い
た
短
冊
に
星
が
降
り
注
い
で
い
る
と
い
う
何
と
も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
表
現
で
あ
る
。
結
句
の「
七
夕
の

夜
」ま
で
一
気
に
読
み
下
し
た
と
こ
ろ
も
よ
い
。
夢
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
一
首
で
あ
っ
た
。

非
常
口
グ
リ
ー
ン
マ
ン
が
逃
げ
て
い
る
勉
強
イ
ヤ
ダ
ぼ
く
も
逃
げ
た
い 

 

札
幌
市
立
北
光
小
学
校 

６
年 

尾
崎　

雄
大

【
講
評
】非
常
口
を
表
示
す
る
マ
ー
ク
の
駆
け
て
い
る
人
の
形
を「
グ
リ
ー
ン
マ
ン
が
逃
げ
て
い
る
」と
表
現
し
た
斬
新
な
作
品
で「
勉
強

イ
ヤ
ダ
ぼ
く
も
逃
げ
た
い
」と
発
想
を
飛
ば
し
た
と
こ
ろ
が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
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暑
い
夏
青
い
空
か
ら
天
気
雨
ソ
ー
ダ
の
中
を
泳
ぐ
み
た
い
だ 

 

札
幌
市
立
元
町
小
学
校 

５
年 

尾
髙　

佑
宇

【
講
評
】明
る
い
陽
の
輝
く
中
に
降
る「
天
気
雨
」か
ら
の
発
想
で「
ソ
ー
ダ
の
中
を
泳
ぐ
み
た
い
だ
」と
表
現
し
た
と
こ
ろ
が
こ
の
作
品
の

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
大
人
に
は
で
き
な
い
見
方
で
光
る
一
首
だ
。

名
づ
け
親
私
の
名
前
実
は
兄
化
石
が
好
き
で
こ
は
く
に
な
っ
た 

 

札
幌
市
立
米
里
小
学
校 

５
年 

佐
藤
こ
は
く

【
講
評
】化
石
の
好
き
な
兄
が
名
付
け
た「
こ
は
く
」と
い
う
自
分
の
名
前
を
一
首
に
し
て
い
る
新
鮮
な
作
品
で
あ
る
。
作
者
は
こ
の
自
分

の
名
前
を
き
っ
と
気
に
入
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

夏
空
を
な
が
め
て
い
る
と
流
れ
星
ね
が
い
き
れ
な
い
ね
が
い
ご
と 

 

中
頓
別
町
立
中
頓
別
小
学
校 

４
年 

佐
藤　

栞
那

【
講
評
】流
れ
星
に
願
い
を
唱
え
る
が
、
作
者
は
願
い
き
れ
な
い
ほ
ど
の
願
い
事
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
夢
の
多
い
年
代
で
ロ
マ
ン

を
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
あ
る
。
結
句
を
字
足
ら
ず
に
せ
ず「
私
の
ね
が
い
」と
七
音
で
締
め
る
と
よ
か
っ
た
。
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中
学
生
の
部

体
育
の
千
メ
ー
ト
ル
を
走
り
切
り「
カ
ラ
ン
」と
な
ら
し
た
麦
茶
の
氷 

 

旭
川
市
立
桜
岡
中
学
校 

２
年 

上
村　

南
惺

【
講
評
】千
メ
ー
ト
ル
を
走
り
切
っ
た
後
の
麦
茶
の
お
い
し
さ
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
入
っ
て
い
る
氷
の
音
に
着
目
し
た
点
、

そ
れ
を
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
表
現
し
た
点
が
と
て
も
良
い
。
快
い
音
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

勝
ち
と
っ
た
全
力
シ
ュ
ー
ト
１ワ
ン

ゴ
ー
ル
感
情
あ
ふ
れ
つ
き
上
げ
た
拳 

 

旭
川
市
立
緑
が
丘
中
学
校 

２
年 

田
村　

裕
音

【
講
評
】ワ
ン
ゴ
ー
ル
に
そ
れ
だ
け
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
接
戦
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
拳
を
つ
き
上
げ
た

と
い
う
描
写
に
よ
り
、
均
衡
が
破
れ
た
一
瞬
が
う
ま
く
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。

君
た
ち
が
あ
た
え
て
く
れ
た
優
し
さ
は
君
た
ち
自
身
が
う
け
と
る
宝 

 

小
樽
市
立
北
陵
中
学
校 

２
年 

稲
宮　
　

勇

【
講
評
】優
し
さ
を
あ
た
え
る
こ
と
と
宝
を
う
け
と
る
こ
と
は
対
称
的
な
よ
う
だ
け
れ
ど
も
、
同
じ
で
あ
る
と
い
う
気
づ
き
が
詩
情
の
あ

る
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
君
た
ち
」の
繰
り
返
し
も
い
い
リ
ズ
ム
を
生
ん
で
い
る
。

指
先
に
な
つ
か
し
い
風
ふ
い
て
き
た
行
っ
て
き
ま
す
と
手
ぶ
く
ろ
を
は
く 

 

上
富
良
野
町
立
上
富
良
野
中
学
校 

２
年 

長
谷
川　

葉

【
講
評
】冬
が
来
た
こ
と
に
ま
ず
指
先
が
気
づ
く
と
い
う
視
点
が
こ
ま
や
か
。
数
か
月
ぶ
り
の
冷
た
い
風
を
懐
か
し
む
作
者
は
、
冬
が
好

き
な
の
だ
ろ
う
。「
手
袋
を
は
く
」と
い
う
方
言
の
も
つ
地
域
性
も
よ
く
生
き
て
い
る
。

一
五
〇
こ
え
た
身
長
う
れ
し
く
て
並
ぶ
友
達
見
上
げ
て
も 

 

釧
路
市
立
共
栄
中
学
校 

２
年 
澤
田　
　

葵

【
講
評
】一
五
〇
セ
ン
チ
を
こ
え
る
の
は
、
ひ
と
つ
の
目
標
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
周
り
と
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
だ
が
、
着
実
に
伸
び
て
い

る
喜
び
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
数
字
か
ら
始
め
る
こ
と
で
、
意
外
性
を
も
た
ら
し
た
点
も
よ
い
。
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快
晴
の
空
に
青
葉
の
香
を
届
け
風
吹
き
抜
け
る
ト
ラ
ッ
ク
に
立
つ 

 

札
幌
市
立
青
葉
中
学
校 

２
年 

椿
原　

春
香

【
講
評
】読
ん
で
い
て
風
を
感
じ
る
よ
う
な
心
地
よ
い
一
首
。「
青
葉
」と
い
う
こ
と
ば
か
ら
は
季
節
感
と
愛
校
心
を
感
じ
た
。
こ
れ
か
ら

走
り
出
す
の
だ
ろ
う
作
者
の
さ
わ
や
か
な
気
分
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。

み
ん
な
と
の
し
ば
ら
く
ぶ
り
の
大
笑
い
み
ん
な
で
笑
う
世
界
で
笑
う 

 

札
幌
市
立
北
野
中
学
校 

２
年 

竹
林　
　

信

【
講
評
】下
の
句
は
、「
み
ん
な
で
笑
う
世
界
」と
繋
が
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
世
界
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
一
時
的
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て

い
た
こ
と
を
、
み
ん
な
で
大
笑
い
す
る
こ
と
で
吹
き
飛
ば
す
か
の
よ
う
で
あ
る
。

カ
ラ
ン
、
ピ
キ
ッ
、
ド
ボ
ド
ボ
、
ゴ
ク
ッ　
喉
か
ら
フ
ー　
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
夏
の
合
奏

 

札
幌
市
立
琴
似
中
学
校 

１
年 

林　

秀
一
郎

【
講
評
】「
喉
か
ら
」と
い
う
言
葉
に
作
者
の
実
感
が
あ
り
、
作
者
自
身
が
冷
た
い
飲
み
物
を
飲
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
オ
ノ

マ
ト
ペ
を
多
用
す
る
こ
と
で
合
奏
の
雰
囲
気
を
出
し
た
工
夫
も
成
功
し
て
い
る
。

「
密
で
す
」と
言
わ
れ
気
が
つ
く
人
肌
の
ぬ
く
も
り
恋
し
く
終
息
願
う 

 

札
幌
市
立
澄
川
中
学
校 

２
年 

天
野　
　

澪

【
講
評
】休
校
に
よ
る
さ
び
し
い
期
間
が
終
わ
り
友
人
に
会
え
る
よ
う
に
な
っ
て
も「
密
で
す
」と
い
う
言
葉
で
そ
の
ぬ
く
も
り
を
得
ら
れ

な
く
な
る
。
そ
ん
な
悲
し
い
現
状
の
終
息
を
願
う
気
持
ち
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

マ
ス
ク
し
て
向
か
い
合
わ
ず
に
斜
め
席
密
を
防
い
で
目
と
目
で
お
喋
り 

 

札
幌
市
立
澄
川
中
学
校 

２
年 

田
中　

佑
奈

【
講
評
】ど
ん
な
状
況
で
も
、
視
線
だ
け
で
、
意
思
を
伝
え
あ
う
こ
と
は
で
き
る
と
い
う
気
づ
き
が
感
じ
ら
れ
る
歌
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

の
中
だ
か
ら
こ
そ
気
づ
け
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
こ
の
歌
が
示
し
て
い
る
。

夕
立
の
打
ち
つ
け
る
音
心
地
よ
く
染
め
ら
れ
て
い
く
乾
い
た
道
路 

 

札
幌
市
立
澄
川
中
学
校 

２
年 
山
田　

脩
平

【
講
評
】暑
い
日
に
ざ
っ
と
降
り
、
涼
を
連
れ
て
く
る
夕
立
。
強
く
地
面
を
打
つ
音
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
、
音
と
と
も
に
染
ま
っ
て

い
く
道
路
の
映
像
も
よ
く
描
け
て
い
る
。
優
れ
た
観
察
力
を
感
じ
取
れ
る
一
首
。
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登
校
日
二
か
月
ぶ
り
に
会
う
仲
間
マ
ス
ク
越
し
で
も
分
か
る
喜
び 

 

札
幌
市
立
伏
見
中
学
校 

１
年 

山
本　

果
凛

【
講
評
】マ
ス
ク
で
表
情
が
隠
れ
て
い
て
も
仲
間
の
喜
び
は
よ
く
わ
か
る
。
二
か
月
は
長
い
が
、
そ
の
期
間
を
経
て
も
繋
が
っ
て
い
る
友

情
が
感
じ
ら
れ
る
。
リ
ズ
ム
が
よ
く
、
弾
む
よ
う
な
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

指
先
を
つ
ゆ
草
で
染
め
る
夏
休
み
朝
の
体
操
帰
り
の
楽
し
み 

 

札
幌
聖
心
女
子
学
院
中
学
校 

１
年 

都
筑　

暖
和

【
講
評
】す
こ
し
不
思
議
な
感
覚
を
う
た
っ
た
短
歌
だ
が
、
絵
本
の『
き
つ
ね
の
窓
』の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
踏
ま
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
露

草
の
あ
ざ
や
か
な
青
と
朝
の
さ
わ
や
か
な
空
気
を
感
じ
る
一
首
で
あ
る
。

好
き
な
の
に
趣
味
の
違
い
を
う
め
ら
れ
ず
む
な
し
く
見
つ
め
る
仮
面
ラ
イ
ダ
ー 

 

札
幌
日
本
大
学
中
学
校 

１
年 

大
場　

悠
貴

【
講
評
】仮
面
ラ
イ
ダ
ー
が
好
き
だ
と
い
う
人
を
好
き
に
な
っ
て
し
ま
い
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
を
見
つ
め
る
。
好
き
な
の
に
分
か
り
合
え
な

い
部
分
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
、
思
春
期
な
ら
で
は
の
気
持
ち
が
よ
ま
れ
て
い
る
。

夏
祭
り
心
が
お
ど
る
ゆ
か
た
着
て
打
ち
上
げ
花
火
君
と
み
た
夜 

 

伊
達
市
立
光
陵
中
学
校 

２
年 

本
所
く
る
み

【
講
評
】夏
の
お
祭
り
の
景
を
切
り
取
り
、
自
分
と「
君
」を
中
心
に
据
え
て
う
た
っ
て
い
る
。
散
文
的
に
な
り
が
ち
な
内
容
だ
が
、
心
が

お
ど
る
と
い
う
擬
人
化
と
、
結
句
の
体
言
止
め
が
詩
情
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

朝
起
き
て
顔
を
洗
っ
て
飯
食
っ
て
占
い
十
二
位「
い
い
天
気
だ
な
。」 

 

中
頓
別
町
立
中
頓
別
中
学
校 

２
年 

宗
像　

晃
大

【
講
評
】毎
朝
の
ル
ー
テ
ィ
ン
の
中
に
朝
の
情
報
番
組
の
星
占
い
を
見
る
こ
と
も
入
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
十
二
位
で
あ
っ
て
も
天
気
が

い
い
か
ら
気
に
し
な
い
、
と
い
う
雰
囲
気
に
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
。



28

水
し
ぶ
き
タ
イ
ヤ
が
ゆ
っ
く
り
避
け
て
ゆ
く
そ
ん
な
優
し
さ
心
に
し
み
る 

 

七
飯
町
立
七
飯
中
学
校 

２
年 

石
岡　

崚
和

【
講
評
】水
た
ま
り
の
上
を
、
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
ゆ
く
車
も
あ
れ
ば
、
速
度
を
落
と
し
て
避
け
て
通
っ
て
く
れ
る
車
も
あ
る
。
日
常
の
中

の
小
さ
な
優
し
さ
に
目
を
向
け
て
い
て
、
着
眼
点
に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ
る
一
首
。

僕
の
目
を
寄
せ
て
離
さ
ぬ
そ
の
色
は
波
に
も
の
ま
れ
ぬ
君
の
肌
か
な 

 

仁
木
町
立
仁
木
中
学
校 

２
年 

久
保　

日
和

【
講
評
】「
君
の
肌
」の
色
の
魅
力
を
詩
的
に
表
現
し
て
い
る
。
結
句
ま
で
の
形
容
が「
君
の
肌
」に
か
か
っ
て
い
く
作
り
で
、
強
調
す
べ

き「
肌
」の
色
を
効
果
的
に
表
し
て
お
り
読
者
に
そ
の
色
を
想
像
さ
せ
て
く
れ
る
。

大
空
を
も
し
飛
べ
た
な
ら
ど
こ
行
こ
う
地
球
儀
眺
め
ふ
と
考
え
る 

 

登
別
市
立
鷲
別
中
学
校 

２
年 

江
利
川
由
菜

【
講
評
】行
こ
う
と
思
え
ば
飛
行
機
で
だ
い
た
い
の
場
所
に
は
行
け
る
。
だ
が
、
そ
う
し
た
時
代
に
空
か
ら
の
視
点
で
地
球
儀
を
眺
め
、

「
も
し
飛
べ
た
な
ら
」、
と
い
う
空
想
に
至
っ
た
の
が
詩
的
で
あ
り
新
鮮
な
発
見
で
あ
る
。

晴
れ
た
空
セ
ミ
の
鳴
く
声
光
る
海
安
ら
ぐ
乙
部
祖
母
の
ふ
る
さ
と 

 

函
館
市
立
亀
田
中
学
校 

２
年 

大
國　

結
愛

【
講
評
】上
の
句
の
畳
み
か
け
か
ら
ど
こ
を
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
故
郷
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
乙
部
と
い
う
固
有
名
詞
も
よ

く
、
ま
た
、
乙
部
と
祖
母
、
両
方
に
安
ら
ぎ
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

電
話
鳴
り
退
院
し
た
よ
と
や
さ
し
い
声
涙
こ
ぼ
れ
る
う
れ
し
い
し
ょ
っ
ぱ
さ 

 

室
蘭
市
立
東
明
中
学
校 

２
年 

西
田　

琴
音

【
講
評
】退
院
報
告
を
電
話
で
聞
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
な
い
間
柄
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
知
ら
せ
を
聞
い
て
涙
を

ぬ
ぐ
う
こ
と
も
忘
れ
る
ほ
ど
喜
ん
だ
こ
と
が
、
そ
の
涙
の
し
ょ
っ
ぱ
さ
か
ら
伝
わ
る
。
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高
校
生
の
部

 
清
々
し
ピ
ッ
チ
に
広
が
る
雄
た
け
び
よ
奮
い
立
つ
様
戦
士
の
背
中 

 

帯
広
北
高
等
学
校 

３
年 

竹
内　

悠
真

【
講
評
】初
句
切
れ
が
う
ま
く
響
い
て
、
全
体
を
ま
と
め
て
い
て
巧
み
。
ピ
ッ
チ
の
後
方
に
い
る
作
者
が
味
方
の
背
と
声
に
頼
も
し
さ
を

感
じ
て
い
る
。
ピ
ッ
チ
に
立
っ
た
か
ら
こ
そ
よ
め
る
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
一
首
。

小
樽
行
き
窓
は
き
ら
め
く
日
本
海
揺
れ
る
電
車
と
友
と
私
と 

 

市
立
札
幌
開
成
中
等
教
育
学
校 

４
年 

石
川　
　

華

【
講
評
】動
詞
が
少
な
く
、
シ
ン
プ
ル
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
下
の
句
の
畳
み
か
け
も
い
い
リ
ズ
ム
を
生
ん
で
い
る
。
日
本
海
か
ら
電

車
、
そ
し
て
友
と
私
、
と
、
視
点
が
絞
ら
れ
、
最
後
に
自
分
に
帰
結
す
る
点
が
う
ま
い
。

幼
き
日
手
を
と
り
歩
い
た
あ
の
場
所
で
車
イ
ス
押
し
今
歩
き
ゆ
く 

 

北
星
学
園
大
学
附
属
高
等
学
校 

２
年 

岡
本　

嵩
弘

【
講
評
】上
の
句
は「
幼
き
日
」、「
あ
の
場
所
」と
、
抽
象
的
・
曖
昧
で
あ
る
が
、
下
の
句
に「
車
イ
ス
」を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
映
像
と

時
間
の
経
過
が
具
体
的
な
現
実
味
を
も
っ
て
く
る
と
い
う
作
り
が
巧
み
で
あ
る
。

ピ
ロ
リ
ン
と
い
ら
な
い
通
知
は
鳴
る
け
れ
ど
待
っ
て
も
鳴
ら
な
い
君
の
ラ
イ
ン 

 

北
海
道
釧
路
商
業
高
等
学
校 

１
年 

波
平　

奏
歌

【
講
評
】「
君
」以
外
の
友
人
の
連
絡
が
来
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
連
絡
を
心
待
ち
に
し
て
い
る「
君
」の
連
絡
を
告
げ
る
音

だ
け
が
鳴
ら
な
い
。
そ
の
表
現
が「
君
」の
特
別
感
を
う
ま
く
伝
え
て
い
る
。

遠
い
距
離
マ
ス
ク
で
迎
え
た
別
れ
の
日
次
会
う
日
に
は
近
く
で
笑
顔 

 

北
海
道
釧
路
商
業
高
等
学
校 

１
年 
三
谷　

華
生

【
講
評
】コ
ロ
ナ
禍
で
、
学
生
生
活
を
思
う
よ
う
に
送
れ
な
か
っ
た
非
日
常
感
を
、
距
離
を
う
た
う
こ
と
で
う
ま
く
表
現
し
て
い
る
。
希

望
を
感
じ
ら
れ
る
下
の
句
に
続
く
こ
と
で
、
前
向
き
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
一
首
。
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そ
よ
そ
よ
と
風
に
ふ
か
れ
る
帰
り
道
ど
こ
か
ら
か
く
る
カ
レ
ー
の
に
お
い 

 

北
海
道
釧
路
商
業
高
等
学
校 

１
年 

村
山　

七
海

【
講
評
】カ
音
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
リ
ズ
ム
の
い
い
歌
に
な
っ
て
い
る
点
が
巧
み
。
カ
レ
ー
の
に
お
い
を
う
た
う
こ
と
で
読
者
の
嗅
覚

に
う
っ
た
え
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
聴
覚
に
も
心
地
よ
さ
を
与
え
て
い
る
。

あ
た
り
ま
え
そ
の
生
活
が
幸
せ
と
な
く
な
っ
て
知
る
母
の
偉
大
さ 

 

北
海
道
釧
路
商
業
高
等
学
校 

２
年 

神
田　

桃
果

【
講
評
】母
親
の
い
る
生
活
を
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
が
、
母
の
い
な
い
暮
ら
し
の
な
か
で
そ
の
存
在
の
大
き
さ
を
体
感
し
て
い
る
作

者
。「
偉
大
」と
い
う
の
は
強
い
言
葉
だ
が
、
実
感
を
込
め
て
使
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

教
科
書
に
書
か
れ
た
君
へ
の
二
文
字
を
声
に
出
せ
ず
に
通
り
過
ぎ
た
春 

 

北
海
道
札
幌
白
石
高
等
学
校 

２
年 

松
谷　

花
果

【
講
評
】「
書
か
れ
た
」と
い
う
表
現
か
ら
、「
君
へ
の
二
文
字
」が
か
つ
て
の
自
分
が
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ほ
ろ
苦

い
思
い
出
と
な
っ
た
二
文
字
を
懐
か
し
く
読
み
返
す
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

来
る
こ
と
も
た
い
へ
ん
だ
か
ら
と
い
つ
も
よ
り
写
真
に
の
こ
し
た
は
こ
だ
て
の
町 

 

北
海
道
富
良
野
高
等
学
校 

１
年 

池
添　
　

遥

【
講
評
】通
常
で
あ
れ
ば
、
旅
先
の
景
色
や
食
べ
物
な
ど
に
心
動
か
さ
れ
て
記
念
に
写
真
を
撮
る
の
だ
ろ
う
が
、
た
く
さ
ん
の
写
真
を
撮

る
理
由
が「
来
る
こ
と
も
た
い
へ
ん
だ
か
ら
」と
い
う
点
な
の
が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

髪
を
き
り
過
去
の
自
分
と
お
別
れ
だ
さ
ら
ば
私
の
思
い
出
の
人 

 

北
海
道
富
良
野
高
等
学
校 

１
年 

木
下　
　

凛

【
講
評
】思
い
切
っ
て
髪
を
切
る
こ
と
で
、
想
い
人
を
忘
れ
た
い
、
と
い
う
短
歌
や
発
想
は
多
い
が
、「
思
い
出
の
人
」と
い
う
こ
と
で
、

想
い
人
が
す
で
に
過
去
の
存
在
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
が
独
創
性
が
あ
っ
て
よ
い
。




